






ヒアリングシートによる
SDGs評価レポートをご提供 

お客さまの「SDGs宣言」策定をサポート

支援サービスの流れ

SDGsって何から始めればいいの？

個別課題への
継続取り組み支援

当行がお客さまの企業活動をSDGsの観点で
整理しフィードバックします。

現在の姿と今後優先すべき取り組みの
見える化をサポートします。

SDGs取組支援サービスのヒアリングシートにご回答ください。

  

ヒアリングシートにご回答いただいた情報をもとに、
お客さまのSDGsの取り組み状況についての評価レポートを作成し
ご提供いたします。

お客さま独自の「SDGs宣言」策定をサポートいたします。
また、策定した「SDGs宣言」をご希望に応じて、
当行ホームページ等にてリリースいたします。

お客さまの取り組みをまとめた 
「SDGs宣言」の策定をサポートします。

SDGs宣言を公表することで、 
取り組み内容を社内外にアピールできます。

自社の取り組み・理念に共感する取引先などの
開拓等の効果も期待されます。

本サービス提供後も、ご希望に応じて清水銀行のソリューションメニューの活用による
お客さまのSDGs経営の実践をサポートいたします。
※ソリューションメニューによっては、別途費用が発生する場合がございます。

2023年度から2025年度の目標 950億円 （3年累計）

ソリューション営業の高度化

サステナブルファイナンスの深化

お客さまの過去から現在までをよく知ったうえで、多様化、高度化するお客さまの顕在化しているニーズ・課
題のみならず、潜在しているニーズ・課題にも対応するべく、量的拡大を図ってきたソリューション営業を
「量」的にもさらに拡大し、「質」的にも向上させてまいります。

銀行 お客さま

サステナブルファイナンスの一般的なイメージ図

対象事業

返済

融資 投資

第三者機関

外部レビューの付与

2021年度から2030年度までのサステナブル投融資目標3,000億円
2021年度から2022年度の実績：518億円

2022年度実績：41件、56億円（2022年度より取扱開始）

2022年度実績：302件（累計実績：322件）

お客さま
ご融資契約

インパクト分析・評価

モニタリング

連携

評価結果について
第三者意見書提出

ポジティブな
影響を増大

ネガティブな
影響を抑制

環境 社会

その他経済

外
部
環
境

SDGsに関する中長期的な方針・KPI策定

（株）清水地域
経済研究センター

外部評価機関
（株）日本格付研究所（JCR）

しみずSDGs取組支援サービス

しみずポジティブ・インパクト・ファイナンス

ともに将来に
ついて考える

ソリューション営業の高度化
（量的拡大×質的向上）

当行の
企業価値向上

お客さまとの
絆をつむぐ

課題を
解決する

解決方法を
ともに考える

課題を
発掘する

サステナビリティへの取り組み

お客さまの課題解決にあたり、これまで推し進めてきた
サステナブルファイナンスを深化させてまいります。
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ヒアリングシート回答 1 

評価レポート提供  2 

「SDGs宣言」策定支援3 
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当行は、お客さまの課題解決に取り組むソリューション営業の高度化を進め、
お客さま・当行がともに成長していくサステナブルな地域社会を共創してまいります。

企業活動

サステナビリティへの取り組みのうち、ご好評いただいている商品・サービスを紹介いたします。
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業績ハイライト

▶経常利益
営業活動によって通常発生する収益
（経常収益）から費用（経常費用）を引
いたもので、毎期生じる通常の利益を
示したものです。

▶当期純利益
当期中に得た純利益で、経常利益
に特別損益及び税金等を加減した
後の利益を示したものです。

▶コア業務純益
預金や融資、有価証券などの銀行の基本的な
業務であげた利益から一般貸倒引当金繰入
額と国債等債券損益を除いたもので、本業で
の基本的な利益を示したものです。

▶自己資本比率
銀行の健全性をはかる指標の一つです。貸出金などのリスク資産に対す
る自己資本の割合で、当行をはじめ国内のみに支店がある金融機関には
国内基準が適用され、４％以上を維持することが求められています。

▶格付
対象となる債務について、約定どおりに元本と利
息が支払われる確実性の程度を公正な第三者
である格付機関が評価を行い、簡単な記号で表
したものです。

■ 自己資本比率（国内基準） ■ 格付
当行は長期発行体格付について、日本格付研
究所よりランク上位にあたる『Aー』を取得してお
ります。

連結ベース8.69％

■ 預金等の状況

静岡県内の
預金比率預金残高

静岡県内預金残高

静岡県内の
個人預かり
資産比率個人預かり資産残高

静岡県内個人預かり資産残高

2021年
3月末

2022年
3月末

■ 貸出金の状況

静岡県内の
貸出金比率

貸出金残高

静岡県内貸出金残高

中小企業等向け貸出金残高

静岡県内中小企業等向け貸出金残高
単位：億円

2021年
3月末

2022年
3月末

静岡県内の
消費者ローン比率消費者ローン残高

静岡県内消費者ローン残高

単位：億円

単位：億円 単位：億円

県内消費者ローン
99.3％

2023年
3月末

［注］中小企業等とは、資本金3億円（ただし、卸売業は1億円、小売業、飲食業、物品賃貸業等は5千万円）以下の会社または常用する従業員数が300人（ただし、卸売業、物品
賃貸業等は100人、小売業、飲食業は50人）以下の企業等であります。
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■ 貸出金の状況

億円

1 3,371億円兆1 5,468

貸出金残高 消費者ローン残高

億円兆1 2,511 3,661

10,570

12,111
12,511

3,596

2023年3月期決算の状況

10,769

3,619
3,595

-

（2023年3月31日現在）
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■ 損益の状況

コア業務純益 当期純利益経常利益コア業務純益 経常収益（左軸）24

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期
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